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委　員
橋本 満夫

委　員
鶴田 将良

委　員
山口 由華

委　員
江村　淳

委員長
大坪 教孝

委員長
奥山　渉

委　員
梅原 壽恵

委　員
中村 保治

委　員
榊田 和之

委　員
大木 留美

副委員長
山本 修広

副委員長
峯　弘之

委　員
乾　　一

委　員
山下 亜緯子

委　員
新屋 広子

委　員
田中 秀昭

福祉事務所、市民部（環境対策課）、福祉こ
ども部、健康部、市立柏原病院、堅上診療
所及び教育委員会の所管に関すること

政策推進部、総務部、財務部、市民部（市民課、人権推
進課、産業振興課、にぎわい観光課、地域連携支援課）、
都市デザイン部、会計管理室、上下水道部の所管に関
すること及び他の常任委員会の所管に属しないこと

厚生文教委員会 総務産業委員会

議会役員改選を行いました議会役員改選を行いました議会役員改選を行いました議会役員改選を行いました
　
去
る
十
月
五
日
、
第
一
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長

に
山
下
亜
緯
子
議
員
、
副
議
長
に
新
屋
広
子
議
員
、

議
会
選
出
監
査
委
員
に
梅
原
壽
恵
議
員
を
満
場
一
致
で

選
出
し
、
各
委
員
会
委
員
、
各
特
別
委
員
会
委
員
、

各
組
合
議
会
議
員
な
ど
の
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

新屋 広子梅原 壽恵 山下 亜緯子

委員会などの構成

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
私
た
ち
３
人
は
、
十

月
五
日
の
第
一
回
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
長
、
副
議
長
、
監
査

委
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
重
責
を
務
め
る
こ
と
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
と
と

も
に
、
様
々
な
面
で
変
革
し
て
い

る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
な
る

よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
多
様

性
を
重
ん
じ
、
さ
ら
な
る
市
民
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

丁
寧
で
き
め
細
や
か
な
議
論
を
推

進
で
き
る
よ
う
市
議
会
と
し
て
の

機
能
強
化
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
挨
拶

監査委員 副議長 議　長
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広 報 委 員 会議 会 活 性 化
特 別 委 員 会

交 通 対 策
特 別 委 員 会

議 会 運 営
委 員 会

特 別 委 員 会 等

田中　秀昭 大坪　教孝 新屋　広子乾　　　一

鶴田　将良 山本　修広 田中　秀昭中村　保治

榊 田　和之
江村　　淳
山口　由華
中村　保治
奥山　　渉

大木　留美
峯　　弘之
梅原　壽恵
橋本　満夫
乾　　　一

大木　留美
榊 田　和之
江村　　淳

峯　　弘之
山本　修広
橋本　満夫
大坪　教孝

委 員 長 委 員 長 委 員 長委 員 長

副委員長 副委員長 副委員長副委員長

委　　員 委　　員 委　　員委　　員

議
会
選
出
の
派
遣
議
員
・
委
員

東部大阪治水対策促進議会協議会委員 江村　　淳　  山本　修広　  奥山　　渉

大 和 川 右 岸 水 防 事 務 組 合 議 会 議 員 大坪　教孝

八 尾 市 柏 原 市 火 葬 場 組 合 議 会 議 員 大木　留美　  山本　修広　  田中　秀昭
鶴田　将良

柏 原 羽 曳 野 藤 井 寺 消 防 組 合 議 会 議 員 峯　　弘之　  中村　保治　  奥山　　渉
大坪　教孝

柏 羽 藤 環 境 事 業 組 合 議 会 議 員 大木　留美　  榊 田　和之　  江村　　淳
鶴田　将良　  乾　　　一

藤井寺市柏原市学校給食組合議会議員 山口　由華　  梅原　壽恵　  山本　修広
橋本　満夫　  田中　秀昭

柏 原 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員 江村　　淳　  山口　由華　  田中　秀昭
中村　保治　  鶴田　将良

民 生 委 員 推 薦 会 委 員 山下亜緯子　  大坪　教孝

国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員 榊 田　和之　  江村　　淳　  山本　修広
大坪　教孝

地 域 保 健 医 療 協 議 会 委 員 山下亜緯子　  大坪　教孝

公 民 館 運 営 審 議 会 委 員 梅原　壽恵　  乾　　　一

図 書 館 協 議 会 委 員 中村　保治　  奥山　　渉

柏 原 市 土 地 開 発 公 社 顧 問 峯　　弘之　  橋本　満夫　  中村　保治
山下亜緯子　  乾　　　一
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　令和 3 年第 3 回定例会は下記の会期で開催し、市長

提出議案及び議員提出議案の計 20 件を審議しました。 

（提出議案の一覧は 7 ページに掲載）

　議案・一般に対する各会派の質疑・質問は 5 から６ページに

抜粋して掲載しています。

令和3年第3回令和3年第3回
定例会の概要定例会の概要
令和3年第3回令和3年第3回
定例会の概要定例会の概要
令和3年第3回
定例会の概要

令和２年度 決算審査の概要 令和３年度 補正予算

10/11
本  会  議

10/25・26
本  会  議

10/28
総務産業
委員会

11/1
厚生文教
委員会

11/5
本  会  議

（　　  　 　　）議案・一般に
対する質疑・質問 （採決）（議案説明） （付託議案審査） （付託議案審査）

（抜粋） （抜粋）

総務産業委員会 厚生文教委員会 新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

令和３年第３回定例会にて、 下記の意見書が全会一致で
可決され、 内閣総理大臣等に送付しました。意見書の提出

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地
域経済にも大きな影響が及び、地方財政は、引き
続き極めて厳しい状況に直面している。

　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとよ
り、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化
対策などの喫緊の課題への対応に迫られているほ
か、医療、介護、子育てをはじめとした社会保障
関係経費や、公共施設等の総合的かつ計画的な管
理に関する経費など、将来に向け増嵩する財政需
要に見合う財源が必要であり、その財源確保のた
め、地方税制の充実確保が強く望まれる。

　よって、国においては、令和４年度地方財政対
策の策定及び地方税制改正に向け、下記事項を実
現されるよう、強く要望する。

記

１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額
については、「経済財政運営と改革の基本方針
２０２１」において、令和３年度地方財政計画の
水準を下回らないよう実質的に同水準を確保する
とされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関
係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の
地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、
十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村財政を支える重要な基
幹税であり、安定的な確保が必要であることから、

制度の根幹に影響する見直しは行わないこと。ま
た、生産性革命の推進や新型コロナウイルス感染
拡大に伴う緊急経済対策などについては、本来は
国の責任において国税や国庫補助金などで措置さ
れるべきものであり、現在実施されている固定資
産税の軽減措置の延長については、その効果等を
十分に検証した上で適切な措置をとること。

　また、土地の固定資産税の令和３年度課税標準
額を令和２年度と同額に据え置く負担調整措置に
ついては、国費による補填が伴わない措置であり、
延長については慎重に検討すること。

３　令和３年度税制改正で講じられた自動車税・
軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の適用期限
延長については、地方の減収額全額を国庫で補填
する特例措置とされたが、税のあり方に影響を及
ぼしかねない臨時的軽減の繰り返しは、地方の理
解が十分に得られるように慎重に検討すること。

４　脱炭素社会の実現には、国と地方が一体と
なって取り組んでいく必要があり、その財源とし
て炭素に係る税を創出又は拡充する場合は、地方
に対してその役割に見合った税源配分を行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書
を提出する。

　令和３年１１月５日
大 阪 府 柏 原 市 議 会

防災対策事業の消耗品防災対策事業の消耗品
購入内容について問う。購入内容について問う。

虐待対応専門員雇用の虐待対応専門員雇用の
効果を問う。効果を問う。

新型コロナウイルスワクチンの新型コロナウイルスワクチンの
３回目接種にかかる費用。

保存食品や飲料等のほ保存食品や飲料等のほ
か、液体ミルクについか、液体ミルクについ

ても、半年ごとに120 缶の買ても、半年ごとに120 缶の買
い替えを行い、常時240 缶備い替えを行い、常時240 缶備
蓄している。フードロスの観蓄している。フードロスの観
点から親子教室等において配点から親子教室等において配
布し、有効活用している。布し、有効活用している。

令和2 年度より、子ども令和2 年度より、子ども
家庭総合支援拠点にお家庭総合支援拠点にお

いて心理士1 名を配置し、保いて心理士1 名を配置し、保
護者の精神的ケアや子育ての護者の精神的ケアや子育ての
悩みなどに対し、より専門的悩みなどに対し、より専門的
な支援ができるようになったな支援ができるようになった
と考えている。と考えている。

▶７ページにて録画映像（YouTube）のQR コードを掲載しております。▶７ページにて録画映像（YouTube）のQR コードを掲載しております。

1億604万3千円

３回目接種にかかる費用。
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お
け
る
様
々
な
課
題
へ
の
対

応
を
考
え
る
と
、
安
定
的
に

柏
原
市
の
財
政
を
運
営
し
て

い
く
こ
と
が
、
も
っ
と
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

は
公
的
支
出
の
抑
制
を
目
指

し
、
公
共
施
設
の
複
合
化
な

ど
効
率
的
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
。

要
望　

会
派
と
し
て
も
、
提

案
さ
れ
る
施
策
の
費
用
対
効

果
を
見
極
め
、
議
論
を
深
め

る
こ
と
で
、
ま
ず
は
、
財
源

の
確
保
の
見
通
し
を
立
て
て
、

柏
原
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
投
資
と
し
て
、

段
階
的
な
形
で
あ
っ
て
も
、

給
食
費
の
無
償
化
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

本
市
が
抱
え
る
人
口
減
少
等

の
地
域
課
題
克
服
の
た
め
、

ま
ち
の
利
便
性
向
上
や
良
好

な
住
環
境
の
形
成
を
目
標
に

掲
げ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
IC

設
置
事
業
は
、
そ
の
軸
を
担

う
主
要
な
事
業
と
と
ら
え
て

い
る
。
今
後
、
事
業
化
に
向

け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
、

国
へ
の
要
望
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望　

財
源
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
会
派
と
し
て
も
引
き

続
き
国
へ
の
要
望
活
動
に
協

力
し
て
い
く
の
で
、
市
と
し

て
も
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
に
向
け
て
、
近
隣
自

治
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
取

組
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
見

解
を
問
う
。　

答　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

経
常
的
に
給
食
費
を
無
償
に

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
厳
し

い
こ
と
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
は
、
今
後
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

問　

一
番
の
課
題
は
財
源
の

確
保
と
考
え
る
が
、
給
食
費

を
無
償
化
す
る
と
、
年
間
ど

れ
く
ら
い
の
予
算
が
必
要
な

の
か
問
う
。

答　

令
和
３
年
度
の
児
童

生
徒
数
で
試
算
す
る
と
約

２
億
３
千
万
円
の
予
算
が
必

要
で
あ
る
。

問　

ハ
ー
ド
事
業
や
ソ
フ
ト

事
業
が
多
岐
に
わ
た
り
、
新

た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
も
生
じ

て
く
る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
財
政
運
営
が
厳
し
い
も
の

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
な
ど
も
、
ま
だ
ま
だ
終

わ
り
が
見
え
な
い
中
で
は
あ

る
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

問　

本
市
で
は
幹
線
道
路
整

備
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
計

画
と
取
組
状
況
を
問
う
。

答　

柏
原
地
区
に
お
い
て
は
、

府
道
大
県
本
郷
線
道
路
整
備

と
一
体
的
に
実
施
し
て
い
る

市
道
上
市
法
善
寺
線
道
路
整

備
、
国
分
地
区
に
お
い
て
は
、

東
西
を
つ
な
ぐ
都
市
計
画
道

路
田
辺
旭
ヶ
丘
線
道
路
整
備

の
取
組
を
進
め
て
お
り
、
今

後
は
、
国
道
25
号
の
渋
滞
緩

和
等
に
寄
与
す
る
バ
イ
パ
ス

の
事
業
化
や
、
地
域
産
業
の

振
興
等
に
貢
献
す
る
西
名
阪

自
動
車
道
の
ス
マ
ー
ト
IC
整

備
の
検
討
、
ス
マ
ー
ト
IC
の

ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
も

関
係
機
関
と
の
協
議
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問　

会
派
で
は
、
10
月
に
、

国
道
25
号
の
渋
滞
緩
和
や
災

害
時
へ
の
備
え
、
産
業
振
興

等
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
IC
設

置
事
業
化
に
つ
い
て
、
国
土

交
通
省
や
国
会
議
員
に
陳
情

を
行
っ
た
。
同
行
し
た
副
市

長
に
現
時
点
の
考
え
を
問
う
。

答　

第
５
次
総
合
計
画
で
は

大阪維新の会

自由民主党 ・ 無所属の会

大阪維新の会

学校給食費の無償化について

自由民主党 ・ 無所属の会自由民主党 ・ 無所属の会自由民主党 ・ 無所属の会

幹線道路ネットワークの整備について

●田辺旭ヶ丘線整備予定地

※
ス
マ
ー
ト
IC
の
「
IC
」
は

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
こ
と
。
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市議会だより 2021.12

難
で
、
申
請
を
あ
き
ら
め
る

声
も
あ
る
。
も
う
少
し
申
請

を
簡
素
化
す
る
た
め
に
、
免

除
申
請
を
電
話
等
で
受
付
で

き
な
い
も
の
か
問
う
。

答　

課
税
情
報
等
の
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
た
め
、
本
人

確
認
が
可
能
な
窓
口
又
は
郵

送
で
の
申
請
を
お
願
い
し
た

い
が
、
頼
れ
る
家
族
等
が
な

く
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
方
な

ど
、
電
話
以
外
で
の
申
請
が

難
し
い
方
に
つ
い
て
は
、
相

談
頂
き
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

要
望　

前
向
き
な
答
弁
を
頂

き
感
謝
す
る
。
電
話
で
の
申

請
が
可
能
と
な
れ
ば
、
早
急

に
周
知
を
お
願
い
す
る
。

介
護
４
の
方
と
、
２
７
４
人

の
要
介
護
５
の
方
が
こ
の
手

当
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
取
得
の
有
無
や
、
指
定

難
病
等
の
認
定
の
有
無
は
支

給
要
件
で
は
な
い
。
現
在
の

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
説
明

で
は
、
障
害
が
「
重
複
」
し

て
い
る
在
宅
の
方
に
支
給
す

る
と
案
内
し
て
い
る
が
、
１

つ
の
障
害
で
も
障
害
程
度
が

重
く
、
日
常
生
活
動
作
が
困

難
な
場
合
は
対
象
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
該
当
す

る
方
が
手
当
を
受
給
で
き
る

よ
う
周
知
徹
底
を
要
望
す
る
。

問　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
問

う
。

答　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
接
種
日
当
日
に
お
い
て

65
歳
以
上
の
方
や
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
又
は

免
疫
機
能
に
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

内
部
疾
患
の
あ
る
方
に
対
し

て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
目

的
で
実
施
し
て
い
る
。
市
内

委
託
医
療
機
関
で
接
種
で

き
、
接
種
期
間
は
10
月
１
日

か
ら
１
月
31
日
ま
で
で
、
接

種
費
用
の
個
人
負
担
額
は

１
５
０
０
円
で
あ
る
。
た
だ

し
生
活
保
護
世
帯
及
び
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
接

種
前
に
申
請
す
れ
ば
自
己
負

担
額
が
免
除
さ
れ
る
。
申
請

場
所
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

国
分
合
同
会
館
及
び
市
役
所

窓
口
の
３
か
所
と
な
る
。

問　

受
付
場
所
を
増
や
し
、

複
数
の
窓
口
で
対
応
頂
い
て

い
る
が
、
高
齢
者
の
中
に
は
、

免
除
申
請
に
出
向
く
の
が
困

問　

特
別
障
害
者
手
当
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
な
く
て
も
、
要
介

護
４
又
は
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
受
給
出
来
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
対
象

者
を
問
う
。

答　

こ
の
手
当
は
、
在
宅
で

介
護
さ
れ
る
家
族
や
本
人
の

負
担
へ
の
経
済
的
支
援
を
目

的
と
し
て
お
り
、
重
度
の
障

害
状
態
に
よ
り
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な

20
歳
以
上
の
方
で
、
医
師
の

診
断
書
に
よ
り
一
定
の
基
準

を
満
た
し
た
方
が
対
象
と
な

り
、
月
額
２
７
３
５
０
円
が

支
給
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
所

得
制
限
が
あ
り
、
施
設
等
へ

入
所
さ
れ
て
い
る
方
や
、
３

カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
方
は
該
当
し
な
い
。
な
お
、

申
請
に
必
要
な
診
断
書
の
費

用
は
自
己
負
担
と
な
る
た
め
、

対
象
と
な
る
可
能
性
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
障
害
福
祉
課

に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

要
望　

令
和
３
年
７
月
時
点

で
、
市
内
に
は
、
施
設
入
所

者
を
除
く
、
３
５
０
人
の
要

公明党

日本共産党

公明党

高齢者のインフルエンザ予防接種について

特別障害者手当の周知徹底を

よ
う
周
知
徹
底
を
要
望
す
る
。
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議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

自由民主党・
無所属の会 大阪維新の会 公 明 党 日　本

共産党
個
人

山
下
亜
緯
子

乾　
　
　
一

大
坪　
教
孝

田
中　
秀
昭

奥
山　
　
渉

峯　
　
弘
之

山
本　
修
広

榊
 田　
和
之

梅
原　
壽
恵

鶴
田　
将
良

中
村　
保
治

大
木　
留
美

新
屋　
広
子

橋
本　
満
夫

江
村　
　
淳

山
口　
由
華

報告第14号
専決処分報告について

「専決第１１号　損害賠償の額の決定について」
報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第15号 令和２年度柏原市一般会計予算の継続費精算報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

議案第56号 有功者表彰推薦について 同意 ◇ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号 有功者表彰推薦について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第58号 有功者表彰推薦について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第59号 有功者表彰推薦について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 執行機関の附属機関に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第61号 柏原市消費生活センター条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第62号 令和３年度柏原市一般会計補正予算（第６号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第63号 令和３年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第64号 令和３年度柏原市一般会計補正予算（第 7 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 1 号 令和２年度柏原市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 2 号
令和２年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳
入歳出決算の認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

認定第 3 号
令和２年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅上
診療所）歳入歳出決算の認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 4 号 令和２年度柏原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 5 号
令和２年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 6 号 令和２年度柏原市市立柏原病院事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 7 号 令和２年度柏原市水道事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 8 号 令和２年度柏原市下水道事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案第1号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年第３回定例会の議決結果

議
長

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・討論を行った議員は「討」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。
・自己に関連する議案のため除斥となる場合は「◇」と表記しています。・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。

月　　日 会　議　名 内　　容

11月29日（月） 本 会 議 議案説明

12月13日（月）
本 会 議 個人質疑・質問

12月14日（火）

12月16日（木） 総務産業委員会 付託議案審査

12月17日（金） 厚生文教委員会 付託議案審査

12月23日（木） 本 会 議 委員長報告・採決

※会議は午前10時から始まります。※会議の日程は、新型コロナ
ウイルス感染症への対応等により変更する場合があります。（予定）

和
年

令
３

第
４
回
定
例
会

陳 情 等

これらの陳情等は、いずれも「議長預かり」
となりました。

×
討

〇
討

●●沖縄戦犠牲者の遺骨を含む土砂を
埋め立てに使わないとの意見書の採
択に関する陳情

●●沖縄本島南部での、戦没者の遺骨
が眠る土砂を埋め立てに使用しない
ことを求める意見書採択の要請
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

公 明 党

大阪維新の会

日 本 共 産 党

会派に属さない

公 明 党

大阪維新の会◎

大阪維新の会

大阪維新の会

日 本 共 産 党◎

自由民主党・
無 所 属 の 会

公 明 党◎

大阪維新の会

自由民主党・
無 所 属 の 会
自由民主党・
無 所 属 の 会
自由民主党・
無 所 属 の 会
自由民主党・
無 所 属 の 会◎

雁多尾畑2662-2

本郷3-9-3-307

国分市場2-12-55-203

上市3-10-30

田辺1-14-10

平野1-8-2

大正1-3-33

上市1-5-4

法善寺4-406-11

太平寺1-3-15-402

片山町1-76

大正3-4-45

大県4-12-2

法善寺3-6-1-105

大県3-7-17

国分東条町19-37

975-3011

090-
6558-0193

977-8620

921-7430

976-2680

972-2003

971-4646

971-3337

972-6004

971-5220

978-1936

970-3030

972-2882

971-9555

973-2525

978-5500

926-2641

926-5077

976-2680

972-2003

971-4646

971-3373

972-6004

971-5220

975-3313

973-2992

972-2881

971-9556

973-2525

978-5500

大
おお

木
き

留
る

美
み

江
え

村
むら

淳
じゅん

山
やま

口
ぐち

由
ゆ

華
か

峯
みね

弘
ひろ

之
ゆき

梅
うめ

原
はら

壽
ひさ

恵
え

山
やま

本
もと

修
のぶ

広
ひろ

橋
はし

本
もと

満
みつ

夫
お

田
た

中
なか

秀
ひで

昭
あき

中
なか

村
むら

保
やす

治
はる

鶴
つる

田
た

将
まさ

良
よし

山
やま

下
した

亜
あ い こ

緯子

奥
おく

山
やま

　 渉

大
おお

坪
つぼ

教
のり

孝
たか

乾
いぬい

一
はじめ

※会派欄のうち、◎は幹事長

議  員  住  所  録
市政の各分野についてご相談がありましたら、
お気軽に市議会議員に相談してください。

わたる

榊
さかき

田
だ

和
かず

之
ゆき

新
しん

屋
や

広
ひろ

子
こ


